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　核医学検査は、大きな病院では、日常的に行

われている検査です。�

　大学病院、公立病院などを中心に、約1200

病院で、年間140万件行われています。�

　安全で患者様の苦痛の少ない検査として、心

臓や脳の病気の診断に広く用いられています。�

　このため、特殊な検査というわけではありま

せん。�



　脳核医学検査では脳

の血液の流れを測定す

ることができます。�

　この検査は、CTやMRIより早期に異常を検出

でき、早期の認知症や脳梗塞の発見に有用とさ

れています。特に認知症治療薬の登場で認知症

の早期診断の必要性が増しています。�

　認知症にはアルツハイマー病や血管性認知症

など様々なタイプがあります。�

　アルツハイマー病は認知症の半分を占め、さら

に増加する傾向にあります。加齢による物忘れ、

軽度な認知障害とアルツハイマー病を早期に鑑

別することは、治療方針を決める上で重要です。�

　この病気の症状の進行を遅らせる薬も開発さ

れており、特に早期の患者様に効き目が高いこ

とがわかっています。脳核医学検査は、その早期

診断に有用とされています。�
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